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＜連絡事項＞

· 5/21（水）18：00～21：00欠席者懇談会開催予定。（出席者：下舘SGM、木村）

· 5/23午前中からエレベーター点検予定。

· 5/21・22日17：30～18：00で院内研修あり。
　　　場所　：メモリアルケア病棟　会議室
　　研修内容：「精神科病院の理解」
　　　講師　：末政　絵美PSW
· 5/23（金）までに能力開発カードを提出すること。
· 本日より食事の発注画面がWIZ入力になっている。
· 本日14：00～東山　昇様デイケア見学予定。
＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～避妊具の交換を5/13（火）に実施している。「子供に生理が来た」と話されて

いる。「外来受診を2週間に一回にして欲しい」と話され、主治医より受診の必要性を本人様に伝え、納得されている。「手の親指が寒くなるとピリピリと痛いが、温めると痛みがなくなる」と話されている。

· 晴山　美智子様～本日初外来。体重98.1kgと増加されている。「母親が軽い脳梗塞で付き添わな　

いといけないので、デイケアを1週間休む」と話されている。

· 田向　玲美　様～「婚約者が6/1からソーシャルワーカーとして仕事をする事になった。転勤もあ　

るかもしれない。転勤になったらついて行こうと思うけど、そうすると籍を入れてからになる」と報告されている。また、「デイケアで対人との距離が近いと指摘された」と話されている。聴覚過敏がある為、リスパダールを今後徐々に減薬していく予定。

· 駒目　　翔　様～「5/21に小岩井でフィールドワークがあるためデイケアを欠席する」「車の教　

習所で今は縦列駐車を行っている」「食欲は出るが性欲は出ない」と話されている。また本人様より血糖値をはかって欲しいと要望あり。次回、採血予定。

＜利用者情報＞

· 川口　八寿子様～「詩吟の発表会の司会時に万歳三唱にうつりたいと思いますと言ったら、先生に

言葉の使い方が違うと怒鳴られた。それがショックでデイケアを欠席しようと思った」と話され、本人様より気分の落ち込みをスタッフに相談している。

· 駒目　翔　　様～昼食後薬を青陽館に置いて、八戸赤十字病院受診されている。受診し、青陽館に　　

戻って来た際、薬を本人へ渡す予定。

・袴田　隆裕　様～「最近眠れなくて、仕事も1週間休んでいる。頓服薬が処方されたが3回飲んで　

いる」と話されている。本日は頭痛を訴えており一昨日は朝までお酒を飲んでいたが、昨日は飲んでいない」と話されている。

· 川口　尚良　様～「今月で腎臓の病院の通院が終わるかもしれない。休みの日は家でダラダラして　

いるのでデイケアに来たほうが良いと思うので、利用日を変更したい」と話されている。

· 繁名　和恵　様～来所時から「お腹がキュンキュンする。統合失調症に負けました」と話され、昼　

食後より静養室で休まれている。

· 宮　陽子　　様～5/17（土）の外来受診時より、涎が出るとのことでデパゲンが3錠⇒2錠（朝・

夕）に減薬されている。

⇒テンションが高くなる事も予測されるので、日々確認し、様子観察する。

· 北嶋　剛　　様～犬が悪性腫瘍のため、本人様しか付き添えないとのこと。5/23（金）にはデイケ　

アに行きますと本日電話連絡あり。

· 種市　久子　様～昨日発作があり、三戸病院に救急搬送されたとのこと。血圧が高かった為、薬が　

処方され、5/23（金）にデイケアに行くと電話連絡があり。

・　関　秀治　　様～5/15に訪問に行った際に、ナイトケアのメンバーの対人関係で不安があること話されている。「自分でも疲れているのかな？」と話されている。

　　　　　　　　　⇒①自分で疲れているかが分からない為、スタッフが様子をみて、休ませるように配慮していく。

　　　　　　　　　　②ナイトケア時に面談を実施していく。

＜対応困難事例＞

○　繁名　和恵　様　

・「自分で精神的に弱いからな」「頭が熱い・寒い」と体調不良を訴えること多い。

　　　　　・外来受診に来ていても「具合が悪い」と話され、待っていられない様子が多い。

　　　・「具合が悪い」と話すとみるみるうちに顔色が悪くなっていく。

　＜今後の対応＞

1 デイケアが休みの時は本人様元気で過ごす事が多いため、青山荘スタッフに相談し、平日の休日を時々作り、様子観察する。

2 八戸赤十字病院の主治医を当院の主治医に変更してもらうよう今後の検討していく。

＜ナイトケア事例検討＞

検討内容：ナイトケア治療計画

○　佐藤　朗子様　（29）統合失調症

　　　　ナイトケア開始何月日　平成20年2月8日（2ヶ月）

～デイケアからナイトケアに移行した本人様の理由～

仕事（月～金曜日）を行い始めて、デイケアを利用が難しくなったが、バランスの良い食事とスタッフに相談がしたい為、ナイトケア利用を希望した。

　　～ナイトケア指示箋での目標～

1、 基本的生活習慣の修得（生活リズムの改善）

2、 身体機能の維持・向上（運動の習慣化）

3、 対人関係の改善（孤立化を予防する、対人面でのストレス対処方法の習得）

4、 作業能力・持続性の向上（注意・集中力の維持・改善）

　　～現在の様子～

· 自分からスタッフに話し掛けて相談する事できている。

· 積極的にナイトケアメンバーと交流を持てるようになっている。

· 職場内でも話しする事ができてきている。

· 仕事は上司からの評価は良く、本人様も仕事を楽しく出来ている。

· お小遣いの中で医療費も賄うことが出来ている。

· 時々暇な時は運動を行うようにしている。

～ナイトケア治療計画～

1 本人様の相談は必要に応じて、面談のしやすい環境調整を行っていく。

2 定期的な運動を促す。（他メンバーが定期的に運動を行っている為、一緒に行わないかスタッフが誘いの声掛けを行う）

＜プログラム検討＞

· 本日よりデイケアは、テキストを基にプログラムを実施している。

· 今回のクールのデイケアでの作業・芸術療法は本人様の希望で選択していただく。

（次回のクールまで移動不可）










